
 

 

 

今年度は、３年ぶりに音楽会を行います。音楽会は、日頃の音楽の学習の成果を発表し、音楽に対する関心・

意欲を高めることや、互いに協力することを学ぶこと、音楽を愛好する心情を育てることを目的としています。 

どの学年も、本番へ向けて練習を積み重ねています。自分が頑張ってきたことを保護者の皆様や他の学年、先

生方に見ていただけることはもちろんのこと、他学年の演奏を鑑賞できることも、音楽会の魅力の一つです。 

コロナ禍のため、いろいろと制限がある中ではありますが、子どもたちにとって素敵な経験になるよう、学習

を重ねていきます。１１月２５日（金）は児童鑑賞日、２６日（土）は保護者鑑賞日となっております。尚、詳

しい内容につきましては、学校からのお知らせ等をご覧ください。  

                      音楽専科 
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小さじ一杯の工夫 

校長 染谷 武志 

我が家で「西六小では『小さじ一杯の工夫』を研究しているんだよ。」と話したら、「えっ、料理の研究？」と

聞き返されました。確かにその言葉からぱっと思い浮かぶのは、美味しい料理の作り方かもしれません。以前、

社会科見学で食品工場に行ったとき、こんな体験をしたことがあります。まず、味噌をお湯で溶いたものを味見

します。それなりに風味はありますが、味噌のお湯割りといった感じです。そこに一つまみのうまみ成分（調味

料）を加えると、子どもたちから「あっ、うちで飲んでいる味噌汁の味だ！」と、驚きの声が上がりました。ほ

んの一つまみのエッセンスが本物の味を作り出したのです。 

さて、本校の研究の話に戻りますと、これまでも学校だよりなどで紹介してきましたように、体育の授業づく

りの研究をしています。「できそうだ。楽しそうだ。」という教材との出会いを大切にしながら、その期待が「で

きた！楽しい！」という達成感や喜びにつながるように様々な工夫をしているのです。誰でも初めから理想の動

きができる訳ではありません。まずは運動に取り組んでみることによって、どうしたらもっと上手になるのかな

という思いや願いが生まれ、繰り返し取り組む中で少しずつできることが増えていくのです。しかし、動きの獲

得というのはいつでも同じペースで進むことはなく、ときには思うようにできないことが続いたり、できたりで

きなかったりすることが繰り返されたりすることもあります。また反対に、あることがきっかけで、ふっと体の

動かし方が分かり、それまでの努力が花開くこともあります。「小さじ一杯の工夫」は、そのきっかけを意図的

につくるような仕掛けです。取り組む運動は同じでも、ちょっと場や声掛けを工夫することで、動きの質が高ま

る、本物の動きに近づく。そのような工夫を授業の中に散りばめ、子どもたちの「できた！楽しい！」という実

感を引き出していこうと考えたのです。 

この「小さじ一杯の工夫」は、本校の研究の年間講師を務めてくださっている国士舘大学教授 細越淳二先生

が提唱されているものですが、ご指導いただく中で私たちにもすっかり定着し、体育の授業づくりの大切な視点

になってきました。また、細越先生を初めて講師としてお迎えしたときに、「かかわり」ながら「わかり」「でき

る」という３つの要素が体育の学習には欠かせないということもご指導いただきました。ボールゲームであれば、

友達と作戦を考え、共通の思いをもち、声を掛け合いながらプレーします。器械運動のように一人一人がめあて

をもつ運動でも、友達と見合ったり協力したりすることが、できなかったことができるようになるきっかけにな

ります。他の教科のように着席してじっくり考えることはありませんが、自分の動きを振り返って考えたり、目

で見たことをもとにイメージをつくって動いたりと、体育の授業では体だけでなく頭の中でもイメージの高速回

転が起きているのです。 

 友達と助け合いながら、体と心と頭をフルに使いながら養われる力は、他の学習や生活に広がり、ひいては生

涯の宝ものとして、子どもたちの中に息づいていくに違いありません。「小さじ一杯の工夫」で、子どもたちが

この宝ものを一つでも多く手に入れられるよう、これからも研究を重ねてまいります。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１１ 月 の 予 定 
 １日（火） 教育研究推進校研究発表会 

       午前授業 

       2-2・6-2 ５時間授業 

       生命尊重週間始 

 ２日（水） 租税教室（６年） 

３日（木） 文化の日 

  ７日（月） 給食費・教材費引き落とし日 

       委員会活動  避難訓練（火災） 

       煙体験（３年・四組） 

８日（火） 生命尊重週間終 

      伝統文化体験（６年） 

      1・2 年生生活科見学 

９日（水） 伝統文化体験（６年）  

午前授業 

１０日（木） チーム集会（掃除時間） 

１１日（金） ユニセフ集会 

       校外学習（四組）点字学習（４年） 

１４日（月） クラブ活動 

１５日（火） 校外学習予備日（四組） 

１６日（水） ユニセフ募金始 午前授業 

１８日（金） 就学時健康診断 午前授業 

ユニセフ募金終 

１９日（土） 土曜補習 

２３日（水） 勤労感謝の日 

２４日（木） 音楽会リハーサル 

２５日（金） 音楽会【児童鑑賞日】 

２６日（土） 音楽会【保護者鑑賞日】 

２８日（月） 振替休業日 

２９日（火） 色覚検査（４年：希望者） 

持久走週間始（１２月１０日まで） 

アレルギー会議 

       MOA 美術館鑑賞教室(4･5･6 年) 

11 月 29 日（火）～12 月 14 日（水）は、持久

走週間です。今年度も感染症拡大防止のため、奇数

学年・偶数学年と日を分けて取り組んでいきます。 

持久走週間では、走ることに興味をもち、目標に

向かって頑張る気持ちや持久力の向上を目指しま

す。２０分休みは全員が５分間走に取り組みます。

持久走カードを使用し、見通しをもち、目標を立て

て頑張れるように工夫しています。ご家庭でも「今

日はどのくらい走ったの？」「長く走れるようにな

ってきたね。」と、話題にしていただけたらと思い

ます。 

体育部持久走担当  

  

１０月 20 日（木）大田区民プラザで連合音楽

会がありました。５年生が西六郷小の代表として、

合唱曲「大切なもの」、合奏曲「トップ オブ ザ ワ

ールド」を演奏してきました。みんなと音と心を

合わせて演奏することをめあてに９月から練習に

取り組んできました。はじめは、自分のパートを

演奏するだけで精一杯でしたが、練習を重ねてい

くうちに友達の音を感じることができるようにな

り、当日は素敵なハーモニーを奏でることができ

ました。音楽会では、この経験を活かし心に届く

音楽をお届けできるように頑張ります。 

５年担任 

 社会科見学で国会議事堂参議院と科学技術館

の見学をしてきました。 

 国会議事堂は国の政治を話し合う場所であ

り、日本で唯一法律をつくることを許された機

関であることを社会で学習しました。教科書や

ニュースで目にしていた国会議事堂の建物や、

国会議事堂内を実際に見ることができ、６年生

はその厳粛な雰囲気に、緊張感をもって真剣に

見学していました。 

 科学技術館では、参加体験型の展示がたくさ

んあり、見たり、触ったりしながら、近代・現

代の科学技術に触れることができました。 

６年担任  

１・２年生は生活科で多摩川土手に行きまし

た。２年生が考えてくれた遊び「だるまさんの

一日」や「こおりおに」などをして遊び、その

あとは秋探しをしました。秋の草や虫などを見

つけとても楽しそうでした。 

 １１月の前半には、電車に乗って多摩川台公

園へ行きます。どんぐりやまつぼっくりを見つ

けるのをとても楽しみにしています。今後の生

活科の学習では、見つけてきたどんぐりなどで

おもちゃを作る予定です。 

１年担任 


